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一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　１　　　番　)　えびの市議会議員 戎谷　暁

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

1.中山間地農業支援
　について

2.地域エネルギーに
　ついて

3.空き家について

4.市長がマニフェスト
　に掲げている水道基
　本料金ゼロについて

(１)

(２)

(１)

(２)

(１)

(２)

(１)

田畑一枚当たりの面積が狭く、土手草刈等の労力がかかり、獣害も多い中山間地域ではどうしても
労力の割に収益が上がらないという構造になるため、今後も離農が加速することが予想される。えび
の市の基幹産業である農業を守るために、中山間地域農業への支援や担い手の確保は非常に重
要な課題だが、その点についてどのような対策を検討しているか伺う。
猟師が減り、野生動物の個体数が増えていることが獣害増加の大きな原因となっていると予想でき
るため、獣害対策として狩猟の報酬をあげることができないか。また、ジビエを特産化する方針など
がないか伺う。

えびの市内での電力の自給率を高めることは、財政の改善、市民の電気代コストの削減、雇用の促
進など、様々な点でメリットが大きいと考える。大規模な山林伐採などを伴うメガソーラーや風力発
電所建設には賛同しかねるが、「えびの市地域再生可能エネルギービジョン」によれば、畜産系バ
イオマス発電も利用可能量が大きいという試算が出ている。畜産排泄物を有効活用する意味でもバ
イオマス発電は有効なように思えるが、発電所の建設について検討してみてはどうか。
小水力発電は市内での実績があるが、今後増やしていく計画はあるか伺う。

令和５年時点での調査結果には市内で９０３戸（劣化等に問題がない空き家は７４７戸）とあるが、空
き家バンクに登録されているのは１００件ほどと見受けられる。空き家であることが確認されていなが
ら空き家バンクへの登録が進まない原因は何か伺う。
それぞれの原因の解決策は出せているか。出せていないとしたら何が解決への障壁になっている
のか伺う。

高齢者、低所得者の水道基本料金ゼロを掲げているが、水道事業は一般会計から切り離された独
立事業体であることから、契約者の年齢や所得の把握が難しく対象者を割り出すオペレーションに
は手間を要することが予想される。また、同様の理由から基本料金を下げた分の収支悪化を一般会
計から補填するのも難しい。これらの点の現実的な運用をどのようにお考えか伺う。

市長、担当課長

市長、担当課長

担当課長

市長

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

5.有機農業の推進に
　ついて

6.山林保全について

7.市内循環バス（コ
　ミュニティバス）につ
　いて

8.介護保険料につい
　て

9.ふるさと納税につい
　て

(１)

(１)

(２)

(１)

(１)

(２)

(３)

(１)

えびの市は令和6年にオーガニックビレッジ宣言を行い、国が推進するみどりの食料システム戦略に
おけるオーガニック推進モデル自治体となっている。新規就農者の約３割近くが有機農業での就農
を希望している（H22.農林水産省）というデータもあることから、えびの市がオーガニック推進地域で
あることを全面的にP Rすることがこれからの農家の担い手を確保する上で大きな強みになると考え
られるが、有機農業を推進していく意欲があるか市長の考えを伺う。

川内川上流の山林が所有者の管理不足により崩れてきているという情報があり、土砂が川底に堆積
することにより洪水が起こりやすい状況になっている。今後、地域住民の生活や農業を守るため、市
としてどのような対応が出来るのか現時点での考えを伺う。
大規模な山林開発はえびの市の素晴らしい景観を崩し居住・観光価値を低下させるだけでなく、山
の保水機能を低下させ土砂崩れや水害などの災害の危険性を増加させる懸念がある。全国でも稀
に見る水資源の豊富さはえびの市の大きな魅力であることから、水源地を守り、災害を防止する観
点からも実態が曖昧な企業による山林の売買や賃貸、大規模な開発を抑止する策が必要だと考え
るが、この点における市としての考えを伺う。

免許証を返納する高齢者や生活保護の受給者の方々は車の運転が出来ず、日常的な買い物や
通院が困難になっている実態がある。以前、コミュニティバスの試行をして断念した経緯があるが、
再び取り組む意向はあるか。もしある場合は、前回断念した理由と改善策をどのように考えるか。

物価高騰が著しく多くの市民の方が生活を圧迫されている昨今、少しでも日々のランニングコストを
減らすために、介護保険料の減額に着目している。重度の要介護者が増えれば増えるほど、市民
が支払う介護保険料負担は増えるという仕組みに概ね間違いはないか。
もしそうであるならば、介護度が軽度、あるいは要支援やその前の段階で要介護状態にならないよ
う、適切な予防を行うことが介護保険料負担を減らし、ひいては市民の健康寿命の増大につながる
と考えて間違いないか。
そのための対策として、要支援状態でのケアサービスに力を入れること、１００歳体操のサポーター
と連携して介護状態になる前兆を早期に発見して早めからの予防が出来るような体制を作っていく
のが望ましいと考えるがその点についての考えを伺う。

自由に使える財源として非常に重要。昨年に比べて寄付金の増減、市長が掲げる20億円の目標の
ための課題は何か。

市長

市長、担当課長

市長、担当課長

市長、担当課長

市長、担当課長
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2.部活動支援につい
　て

(１)

⑨後継者育成について
　 (ア)当選後挨拶の後継者育成について伺う。

拠点校送迎支援について
①要望書の提出されたその後について伺う。
②拠点校部活動の送迎支援は出来ないか伺う。

市長、教育長、担
当課長

1.市長選挙公約につ
　いて

(１) 市長が掲げた選挙公約について
①３つの即応政策について
 　(ア)市民税２０％相当の補助について対象範囲や実施時期、財源の見通し、返還方法を伺う。
 　(イ)困っている方への水道基本料金ゼロについて対象範囲、実施時期、財源の見通しを伺う。
　 (ウ)灯油、ＬＰガスの購入補助について対象範囲、実施時期、財源の見通しを伺う。
②市長報酬３０％減額について
　 (ア)３０％減額による市政運営や財政面への効果について伺う。
　 (イ)報酬等審議会の設置の必要性について伺う。
③ふるさと納税寄付額２０億円の目標について
　 (ア)寄付額増加に向けた戦略・スケジュール・返礼品開発の方向性について伺う。
　 (イ)目標達成に向けた考え方を伺う。
④市立病院の機能と医療体制の充実について
　 (ア)医師確保策について伺う。
　 (イ)産婦人科の再始動の見通しについて伺う。
　 (ウ)将来目指す市立病院の役割を伺う。
⑤産業団地への企業誘致について
　 (ア)任期内完了の根拠について伺う。
　 (イ)完了を見据えた二工区検討の考えを伺う。
⑥大胆なまちづくりについて
　 (ア)道の駅えびのを中心とした観光の推進について具体的方針を伺う。
 　(イ)飯野スマートインターの推進について伺う。
⑦スポーツ振興について（公約外）
　 (ア)スポーツ振興に対する市長の考え方を伺う。
　 (イ)雨天時や防災機能を備えた屋内多目的施設の必要性について伺う。
⑧市長公約に係る議案の取扱いについて
　 (ア)公約を掲げた予算に対しての議案取扱いについて伺う。

市長

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　２　　　番　)　えびの市議会議員 川野　亮

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

　Ｎｏ．1

　Ｎｏ．２

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　１　　　番　)　えびの市議会議員 戎谷　暁

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

1.中山間地農業支援
　について

2.地域エネルギーに
　ついて

3.空き家について

4.市長がマニフェスト
　に掲げている水道基
　本料金ゼロについて

(１)

(２)

(１)

(２)

(１)

(２)

(１)

田畑一枚当たりの面積が狭く、土手草刈等の労力がかかり、獣害も多い中山間地域ではどうしても
労力の割に収益が上がらないという構造になるため、今後も離農が加速することが予想される。えび
の市の基幹産業である農業を守るために、中山間地域農業への支援や担い手の確保は非常に重
要な課題だが、その点についてどのような対策を検討しているか伺う。
猟師が減り、野生動物の個体数が増えていることが獣害増加の大きな原因となっていると予想でき
るため、獣害対策として狩猟の報酬をあげることができないか。また、ジビエを特産化する方針など
がないか伺う。

えびの市内での電力の自給率を高めることは、財政の改善、市民の電気代コストの削減、雇用の促
進など、様々な点でメリットが大きいと考える。大規模な山林伐採などを伴うメガソーラーや風力発
電所建設には賛同しかねるが、「えびの市地域再生可能エネルギービジョン」によれば、畜産系バ
イオマス発電も利用可能量が大きいという試算が出ている。畜産排泄物を有効活用する意味でもバ
イオマス発電は有効なように思えるが、発電所の建設について検討してみてはどうか。
小水力発電は市内での実績があるが、今後増やしていく計画はあるか伺う。

令和５年時点での調査結果には市内で９０３戸（劣化等に問題がない空き家は７４７戸）とあるが、空
き家バンクに登録されているのは１００件ほどと見受けられる。空き家であることが確認されていなが
ら空き家バンクへの登録が進まない原因は何か伺う。
それぞれの原因の解決策は出せているか。出せていないとしたら何が解決への障壁になっている
のか伺う。

高齢者、低所得者の水道基本料金ゼロを掲げているが、水道事業は一般会計から切り離された独
立事業体であることから、契約者の年齢や所得の把握が難しく対象者を割り出すオペレーションに
は手間を要することが予想される。また、同様の理由から基本料金を下げた分の収支悪化を一般会
計から補填するのも難しい。これらの点の現実的な運用をどのようにお考えか伺う。

市長、担当課長

市長、担当課長

担当課長

市長

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

5.有機農業の推進に
　ついて

6.山林保全について

7.市内循環バス（コ
　ミュニティバス）につ
　いて

8.介護保険料につい
　て

9.ふるさと納税につい
　て

(１)

(１)

(２)

(１)

(１)

(２)

(３)

(１)

えびの市は令和6年にオーガニックビレッジ宣言を行い、国が推進するみどりの食料システム戦略に
おけるオーガニック推進モデル自治体となっている。新規就農者の約３割近くが有機農業での就農
を希望している（H22.農林水産省）というデータもあることから、えびの市がオーガニック推進地域で
あることを全面的にP Rすることがこれからの農家の担い手を確保する上で大きな強みになると考え
られるが、有機農業を推進していく意欲があるか市長の考えを伺う。

川内川上流の山林が所有者の管理不足により崩れてきているという情報があり、土砂が川底に堆積
することにより洪水が起こりやすい状況になっている。今後、地域住民の生活や農業を守るため、市
としてどのような対応が出来るのか現時点での考えを伺う。
大規模な山林開発はえびの市の素晴らしい景観を崩し居住・観光価値を低下させるだけでなく、山
の保水機能を低下させ土砂崩れや水害などの災害の危険性を増加させる懸念がある。全国でも稀
に見る水資源の豊富さはえびの市の大きな魅力であることから、水源地を守り、災害を防止する観
点からも実態が曖昧な企業による山林の売買や賃貸、大規模な開発を抑止する策が必要だと考え
るが、この点における市としての考えを伺う。

免許証を返納する高齢者や生活保護の受給者の方々は車の運転が出来ず、日常的な買い物や
通院が困難になっている実態がある。以前、コミュニティバスの試行をして断念した経緯があるが、
再び取り組む意向はあるか。もしある場合は、前回断念した理由と改善策をどのように考えるか。

物価高騰が著しく多くの市民の方が生活を圧迫されている昨今、少しでも日々のランニングコストを
減らすために、介護保険料の減額に着目している。重度の要介護者が増えれば増えるほど、市民
が支払う介護保険料負担は増えるという仕組みに概ね間違いはないか。
もしそうであるならば、介護度が軽度、あるいは要支援やその前の段階で要介護状態にならないよ
う、適切な予防を行うことが介護保険料負担を減らし、ひいては市民の健康寿命の増大につながる
と考えて間違いないか。
そのための対策として、要支援状態でのケアサービスに力を入れること、１００歳体操のサポーター
と連携して介護状態になる前兆を早期に発見して早めからの予防が出来るような体制を作っていく
のが望ましいと考えるがその点についての考えを伺う。

自由に使える財源として非常に重要。昨年に比べて寄付金の増減、市長が掲げる20億円の目標の
ための課題は何か。

市長

市長、担当課長

市長、担当課長

市長、担当課長

市長、担当課長
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2.部活動支援につい
　て

(１)

⑨後継者育成について
　 (ア)当選後挨拶の後継者育成について伺う。

拠点校送迎支援について
①要望書の提出されたその後について伺う。
②拠点校部活動の送迎支援は出来ないか伺う。

市長、教育長、担
当課長

1.市長選挙公約につ
　いて

(１) 市長が掲げた選挙公約について
①３つの即応政策について
 　(ア)市民税２０％相当の補助について対象範囲や実施時期、財源の見通し、返還方法を伺う。
 　(イ)困っている方への水道基本料金ゼロについて対象範囲、実施時期、財源の見通しを伺う。
　 (ウ)灯油、ＬＰガスの購入補助について対象範囲、実施時期、財源の見通しを伺う。
②市長報酬３０％減額について
　 (ア)３０％減額による市政運営や財政面への効果について伺う。
　 (イ)報酬等審議会の設置の必要性について伺う。
③ふるさと納税寄付額２０億円の目標について
　 (ア)寄付額増加に向けた戦略・スケジュール・返礼品開発の方向性について伺う。
　 (イ)目標達成に向けた考え方を伺う。
④市立病院の機能と医療体制の充実について
　 (ア)医師確保策について伺う。
　 (イ)産婦人科の再始動の見通しについて伺う。
　 (ウ)将来目指す市立病院の役割を伺う。
⑤産業団地への企業誘致について
　 (ア)任期内完了の根拠について伺う。
　 (イ)完了を見据えた二工区検討の考えを伺う。
⑥大胆なまちづくりについて
　 (ア)道の駅えびのを中心とした観光の推進について具体的方針を伺う。
 　(イ)飯野スマートインターの推進について伺う。
⑦スポーツ振興について（公約外）
　 (ア)スポーツ振興に対する市長の考え方を伺う。
　 (イ)雨天時や防災機能を備えた屋内多目的施設の必要性について伺う。
⑧市長公約に係る議案の取扱いについて
　 (ア)公約を掲げた予算に対しての議案取扱いについて伺う。

市長

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　２　　　番　)　えびの市議会議員 川野　亮

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

　Ｎｏ．1

　Ｎｏ．２

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　１　　　番　)　えびの市議会議員 戎谷　暁

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

1.中山間地農業支援
　について

2.地域エネルギーに
　ついて

3.空き家について

4.市長がマニフェスト
　に掲げている水道基
　本料金ゼロについて

(１)

(２)

(１)

(２)

(１)

(２)

(１)

田畑一枚当たりの面積が狭く、土手草刈等の労力がかかり、獣害も多い中山間地域ではどうしても
労力の割に収益が上がらないという構造になるため、今後も離農が加速することが予想される。えび
の市の基幹産業である農業を守るために、中山間地域農業への支援や担い手の確保は非常に重
要な課題だが、その点についてどのような対策を検討しているか伺う。
猟師が減り、野生動物の個体数が増えていることが獣害増加の大きな原因となっていると予想でき
るため、獣害対策として狩猟の報酬をあげることができないか。また、ジビエを特産化する方針など
がないか伺う。

えびの市内での電力の自給率を高めることは、財政の改善、市民の電気代コストの削減、雇用の促
進など、様々な点でメリットが大きいと考える。大規模な山林伐採などを伴うメガソーラーや風力発
電所建設には賛同しかねるが、「えびの市地域再生可能エネルギービジョン」によれば、畜産系バ
イオマス発電も利用可能量が大きいという試算が出ている。畜産排泄物を有効活用する意味でもバ
イオマス発電は有効なように思えるが、発電所の建設について検討してみてはどうか。
小水力発電は市内での実績があるが、今後増やしていく計画はあるか伺う。

令和５年時点での調査結果には市内で９０３戸（劣化等に問題がない空き家は７４７戸）とあるが、空
き家バンクに登録されているのは１００件ほどと見受けられる。空き家であることが確認されていなが
ら空き家バンクへの登録が進まない原因は何か伺う。
それぞれの原因の解決策は出せているか。出せていないとしたら何が解決への障壁になっている
のか伺う。

高齢者、低所得者の水道基本料金ゼロを掲げているが、水道事業は一般会計から切り離された独
立事業体であることから、契約者の年齢や所得の把握が難しく対象者を割り出すオペレーションに
は手間を要することが予想される。また、同様の理由から基本料金を下げた分の収支悪化を一般会
計から補填するのも難しい。これらの点の現実的な運用をどのようにお考えか伺う。

市長、担当課長

市長、担当課長

担当課長

市長

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

5.有機農業の推進に
　ついて

6.山林保全について

7.市内循環バス（コ
　ミュニティバス）につ
　いて

8.介護保険料につい
　て

9.ふるさと納税につい
　て

(１)

(１)

(２)

(１)

(１)

(２)

(３)

(１)

えびの市は令和6年にオーガニックビレッジ宣言を行い、国が推進するみどりの食料システム戦略に
おけるオーガニック推進モデル自治体となっている。新規就農者の約３割近くが有機農業での就農
を希望している（H22.農林水産省）というデータもあることから、えびの市がオーガニック推進地域で
あることを全面的にP Rすることがこれからの農家の担い手を確保する上で大きな強みになると考え
られるが、有機農業を推進していく意欲があるか市長の考えを伺う。

川内川上流の山林が所有者の管理不足により崩れてきているという情報があり、土砂が川底に堆積
することにより洪水が起こりやすい状況になっている。今後、地域住民の生活や農業を守るため、市
としてどのような対応が出来るのか現時点での考えを伺う。
大規模な山林開発はえびの市の素晴らしい景観を崩し居住・観光価値を低下させるだけでなく、山
の保水機能を低下させ土砂崩れや水害などの災害の危険性を増加させる懸念がある。全国でも稀
に見る水資源の豊富さはえびの市の大きな魅力であることから、水源地を守り、災害を防止する観
点からも実態が曖昧な企業による山林の売買や賃貸、大規模な開発を抑止する策が必要だと考え
るが、この点における市としての考えを伺う。

免許証を返納する高齢者や生活保護の受給者の方々は車の運転が出来ず、日常的な買い物や
通院が困難になっている実態がある。以前、コミュニティバスの試行をして断念した経緯があるが、
再び取り組む意向はあるか。もしある場合は、前回断念した理由と改善策をどのように考えるか。

物価高騰が著しく多くの市民の方が生活を圧迫されている昨今、少しでも日々のランニングコストを
減らすために、介護保険料の減額に着目している。重度の要介護者が増えれば増えるほど、市民
が支払う介護保険料負担は増えるという仕組みに概ね間違いはないか。
もしそうであるならば、介護度が軽度、あるいは要支援やその前の段階で要介護状態にならないよ
う、適切な予防を行うことが介護保険料負担を減らし、ひいては市民の健康寿命の増大につながる
と考えて間違いないか。
そのための対策として、要支援状態でのケアサービスに力を入れること、１００歳体操のサポーター
と連携して介護状態になる前兆を早期に発見して早めからの予防が出来るような体制を作っていく
のが望ましいと考えるがその点についての考えを伺う。

自由に使える財源として非常に重要。昨年に比べて寄付金の増減、市長が掲げる20億円の目標の
ための課題は何か。

市長

市長、担当課長

市長、担当課長

市長、担当課長

市長、担当課長
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　Ｎｏ．1

　Ｎｏ．２

2.部活動支援につい
　て

(１)

⑨後継者育成について
　 (ア)当選後挨拶の後継者育成について伺う。

拠点校送迎支援について
①要望書の提出されたその後について伺う。
②拠点校部活動の送迎支援は出来ないか伺う。

市長、教育長、担
当課長

1.市長選挙公約につ
　いて

(１) 市長が掲げた選挙公約について
①３つの即応政策について
 　(ア)市民税２０％相当の補助について対象範囲や実施時期、財源の見通し、返還方法を伺う。
 　(イ)困っている方への水道基本料金ゼロについて対象範囲、実施時期、財源の見通しを伺う。
　 (ウ)灯油、ＬＰガスの購入補助について対象範囲、実施時期、財源の見通しを伺う。
②市長報酬３０％減額について
　 (ア)３０％減額による市政運営や財政面への効果について伺う。
　 (イ)報酬等審議会の設置の必要性について伺う。
③ふるさと納税寄付額２０億円の目標について
　 (ア)寄付額増加に向けた戦略・スケジュール・返礼品開発の方向性について伺う。
　 (イ)目標達成に向けた考え方を伺う。
④市立病院の機能と医療体制の充実について
　 (ア)医師確保策について伺う。
　 (イ)産婦人科の再始動の見通しについて伺う。
　 (ウ)将来目指す市立病院の役割を伺う。
⑤産業団地への企業誘致について
　 (ア)任期内完了の根拠について伺う。
　 (イ)完了を見据えた二工区検討の考えを伺う。
⑥大胆なまちづくりについて
　 (ア)道の駅えびのを中心とした観光の推進について具体的方針を伺う。
 　(イ)飯野スマートインターの推進について伺う。
⑦スポーツ振興について（公約外）
　 (ア)スポーツ振興に対する市長の考え方を伺う。
　 (イ)雨天時や防災機能を備えた屋内多目的施設の必要性について伺う。
⑧市長公約に係る議案の取扱いについて
　 (ア)公約を掲げた予算に対しての議案取扱いについて伺う。

市長

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　２　　　番　)　えびの市議会議員 川野　亮

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

　Ｎｏ．1

1.市長の政策につい
　て

2.王子原運動公園に
　ついて

3.子育てに関する相
　談体制について

(１)

(１)

(１)

産婦人科再開について
①いつ頃をめどに再開予定か伺う。
②再開に向けての計画があれば伺う。
③再開に向けて医師（産婦人科医）の確保をどのように考えているか伺う。
④医師確保の対応と再開に向けて何か方策を持たれているか伺う。

南側の広場の環境整備について
①近年の気候変動による、突然の雷雨や熱中症の対策として、運動公園利用者への対応を伺う。
②旧テニスコートがあった場所に雨風が凌げる様な避難場所の設置はできないか伺う。

児童発達障害、学習障害について
①発達に遅れがあると感じている保護者がもっと容易に情報を得られるようにするには、どのように
　 すれば良いか伺う。
②子育ての悩みや発達の遅れについて相談しやすい環境を整えるには、どのように対処すれば良
　 いか伺う。
③乳幼児健診の内容にも積極的に取り入れ、医師や専門機関とどのように連携していけば良いか
　 伺う。

市長、担当課長

教育長、担当課
長

市長、教育長、担
当課長

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　３　　　番　)　えびの市議会議員 末原　由美子

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者
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　Ｎｏ．1

　Ｎｏ．２

2.部活動支援につい
　て

(１)

⑨後継者育成について
　 (ア)当選後挨拶の後継者育成について伺う。

拠点校送迎支援について
①要望書の提出されたその後について伺う。
②拠点校部活動の送迎支援は出来ないか伺う。

市長、教育長、担
当課長

1.市長選挙公約につ
　いて

(１) 市長が掲げた選挙公約について
①３つの即応政策について
 　(ア)市民税２０％相当の補助について対象範囲や実施時期、財源の見通し、返還方法を伺う。
 　(イ)困っている方への水道基本料金ゼロについて対象範囲、実施時期、財源の見通しを伺う。
　 (ウ)灯油、ＬＰガスの購入補助について対象範囲、実施時期、財源の見通しを伺う。
②市長報酬３０％減額について
　 (ア)３０％減額による市政運営や財政面への効果について伺う。
　 (イ)報酬等審議会の設置の必要性について伺う。
③ふるさと納税寄付額２０億円の目標について
　 (ア)寄付額増加に向けた戦略・スケジュール・返礼品開発の方向性について伺う。
　 (イ)目標達成に向けた考え方を伺う。
④市立病院の機能と医療体制の充実について
　 (ア)医師確保策について伺う。
　 (イ)産婦人科の再始動の見通しについて伺う。
　 (ウ)将来目指す市立病院の役割を伺う。
⑤産業団地への企業誘致について
　 (ア)任期内完了の根拠について伺う。
　 (イ)完了を見据えた二工区検討の考えを伺う。
⑥大胆なまちづくりについて
　 (ア)道の駅えびのを中心とした観光の推進について具体的方針を伺う。
 　(イ)飯野スマートインターの推進について伺う。
⑦スポーツ振興について（公約外）
　 (ア)スポーツ振興に対する市長の考え方を伺う。
　 (イ)雨天時や防災機能を備えた屋内多目的施設の必要性について伺う。
⑧市長公約に係る議案の取扱いについて
　 (ア)公約を掲げた予算に対しての議案取扱いについて伺う。

市長

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　２　　　番　)　えびの市議会議員 川野　亮

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

　Ｎｏ．1

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　４　　　番　)　えびの市議会議員 松窪　ミツエ

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

1.公約「即応政策３」
　について

2.水道基本料金減免
　措置について

3.市民税の補助につ
　いて

4.灯油、ＬＰガスの購
　入補助について

5.市立病院の在り方
　について

(１)

(１)

　

(１)

(１)
　

(１)

市長の公約３つの物価高対策について
①自主財源の減少と物価高対策についての見解を伺う。
②即応政策と示してあるが、具体的な実施計画について伺う。

困っている方への水道基本料金ゼロについて
①公約を実現するための法的根拠は何か伺う。
②高齢者とあるが、対象者はどのように考えているか伺う。
③人口減少で使用水量の減少になっていく現状について考えを伺う。
④水道料金の基本料金及び従量料金の算定方法を伺う。
⑤水道事業会計への影響について、どのような考えか伺う。

市民税２０％相当の補助について
①公約を実現するための法的根拠は何か伺う。
②市民サービスへの影響は出ないか伺う。
③人口減少で市民税も減少になっていくがどのような見解か伺う。
④還元される対象が「皆様へ」という表現であるが、市民税を納めた全ての市民が対象か。

灯油、ＬＰガスの購入補助について
①公約を実現するための法的根拠は何か伺う。
②市民サービスにおいて不公平性は生じないか伺う。
③財政基盤についての見解を示せ。

地域に必要とされる病院の在り方について
①信頼される病院の在り方についての考えを伺う。
②病院経営に差別化を図る人材の活かし方はできないものか伺う。
③施設整備について伺う。（トイレ、病室）

市長

市長

市長

市長

市長

　Ｎｏ．1

1.市長の政策につい
　て

2.王子原運動公園に
　ついて

3.子育てに関する相
　談体制について

(１)

(１)

(１)

産婦人科再開について
①いつ頃をめどに再開予定か伺う。
②再開に向けての計画があれば伺う。
③再開に向けて医師（産婦人科医）の確保をどのように考えているか伺う。
④医師確保の対応と再開に向けて何か方策を持たれているか伺う。

南側の広場の環境整備について
①近年の気候変動による、突然の雷雨や熱中症の対策として、運動公園利用者への対応を伺う。
②旧テニスコートがあった場所に雨風が凌げる様な避難場所の設置はできないか伺う。

児童発達障害、学習障害について
①発達に遅れがあると感じている保護者がもっと容易に情報を得られるようにするには、どのように
　 すれば良いか伺う。
②子育ての悩みや発達の遅れについて相談しやすい環境を整えるには、どのように対処すれば良
　 いか伺う。
③乳幼児健診の内容にも積極的に取り入れ、医師や専門機関とどのように連携していけば良いか
　 伺う。

市長、担当課長

教育長、担当課
長

市長、教育長、担
当課長

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　３　　　番　)　えびの市議会議員 末原　由美子

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者
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　Ｎｏ．1

　Ｎｏ．２

3.農業について

4.ふるさと納税につい
　て

5.空き家対策につい
　て

6.庁舎の建て替えに
　ついて

(６)

(７)

(１)

(２)

(１)
(２)

(１)

(１)

⑦業者から設備を買い取ることは可能か伺う。
霧島地区の太陽光発電について
①面積はどれほどか伺う。
②総発電量を伺う。
③金額でどれほどか伺う。
④年間のえびの市への収入を伺う。
⑤共同で太陽光発電事業をすることは出来なかったのか伺う。
尾八重野地区での地熱発電について
①資材高騰が経営を圧迫し、撤退にならないような救済策をお願いしたい。
②３社で同じような場所を開発すると資源の枯渇につながることはないか。えびの市、地元への利益
　 になるような話し合いを求める。

就農政策について
①えびの市での、過去５年間の新規就農者の数について伺う。
②新規就農者の定着率について伺う。
③新規就農交付金の国からの金額を伺う。
④親元就農もＩターン者も同じ補助額か伺う。
⑤就農交付金を市で２年間延長し、５年間に出来ないか伺う。
⑥農業お試し体験の様な制度は出来ないか伺う。
害獣対策について
①害獣対策の補助は国からだけか伺う。
②補助待ちの方への解決策はないか伺う。

ふるさと納税の目標額の達成までの期間を伺う。
新規返礼品の開発について伺う。

新しい対策はないか伺う。

庁舎の建て替えはどの様に考えられているか伺う。

市長、副市長、担
当課長

市長、副市長、担
当課長

市長、副市長、担
当課長

市長、担当課長

1.市内の観光、商工
　業について

2.エネルギー、環境に
　ついて

(１)

(２)

(３)

(１)
(２)

(３)
(４)
(５)

道の駅えびのについて
①駐車場拡張について伺う。
②駐車場拡張以外で投資を考えているか伺う。
えびの高原について
①足湯の駅１階の売店は前年比６割減と聞く。対策はないか伺う。
②２階の３つの売店について伺う。
③しばらく投資は控えるべきではないか。
商工業について
①トライアル進出の対策について伺う。
②商工業者減少への対策について伺う。
③商業祭りについて伺う。

市長のエネルギー、環境問題への取り組みについて伺う。
えびの市の公共施設の電気代と節電について
①えびの市の主な施設の電気代の明細と総額について伺う。
②蛍光灯をＬＥＤ照明に変えているが、進捗状況について伺う。
③効果はいくら位か伺う。
学校の教室、体育館などへのエアコンの導入状況について伺う。
電気自動車の導入について伺う。
柿木原浄水場の水力発電について
①水力発電機が設置されたのはいつか伺う。
②どこの業者のものか伺う。
③契約年数を伺う。
④建設費用はどれくらいか伺う。
⑤年間の発電、金額を伺う。
⑥市には年間いくらの収入があるか伺う。

市長、副市長、担
当課長

市長、副市長、教
育長、担当課長

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　５　　　番　)　えびの市議会議員 本田　英俊

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

　Ｎｏ．1

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　４　　　番　)　えびの市議会議員 松窪　ミツエ

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

1.公約「即応政策３」
　について

2.水道基本料金減免
　措置について

3.市民税の補助につ
　いて

4.灯油、ＬＰガスの購
　入補助について

5.市立病院の在り方
　について

(１)

(１)

　

(１)

(１)
　

(１)

市長の公約３つの物価高対策について
①自主財源の減少と物価高対策についての見解を伺う。
②即応政策と示してあるが、具体的な実施計画について伺う。

困っている方への水道基本料金ゼロについて
①公約を実現するための法的根拠は何か伺う。
②高齢者とあるが、対象者はどのように考えているか伺う。
③人口減少で使用水量の減少になっていく現状について考えを伺う。
④水道料金の基本料金及び従量料金の算定方法を伺う。
⑤水道事業会計への影響について、どのような考えか伺う。

市民税２０％相当の補助について
①公約を実現するための法的根拠は何か伺う。
②市民サービスへの影響は出ないか伺う。
③人口減少で市民税も減少になっていくがどのような見解か伺う。
④還元される対象が「皆様へ」という表現であるが、市民税を納めた全ての市民が対象か。

灯油、ＬＰガスの購入補助について
①公約を実現するための法的根拠は何か伺う。
②市民サービスにおいて不公平性は生じないか伺う。
③財政基盤についての見解を示せ。

地域に必要とされる病院の在り方について
①信頼される病院の在り方についての考えを伺う。
②病院経営に差別化を図る人材の活かし方はできないものか伺う。
③施設整備について伺う。（トイレ、病室）

市長

市長

市長

市長

市長

　Ｎｏ．1

1.市長の政策につい
　て

2.王子原運動公園に
　ついて

3.子育てに関する相
　談体制について

(１)

(１)

(１)

産婦人科再開について
①いつ頃をめどに再開予定か伺う。
②再開に向けての計画があれば伺う。
③再開に向けて医師（産婦人科医）の確保をどのように考えているか伺う。
④医師確保の対応と再開に向けて何か方策を持たれているか伺う。

南側の広場の環境整備について
①近年の気候変動による、突然の雷雨や熱中症の対策として、運動公園利用者への対応を伺う。
②旧テニスコートがあった場所に雨風が凌げる様な避難場所の設置はできないか伺う。

児童発達障害、学習障害について
①発達に遅れがあると感じている保護者がもっと容易に情報を得られるようにするには、どのように
　 すれば良いか伺う。
②子育ての悩みや発達の遅れについて相談しやすい環境を整えるには、どのように対処すれば良
　 いか伺う。
③乳幼児健診の内容にも積極的に取り入れ、医師や専門機関とどのように連携していけば良いか
　 伺う。

市長、担当課長

教育長、担当課
長

市長、教育長、担
当課長

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　３　　　番　)　えびの市議会議員 末原　由美子

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者
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　Ｎｏ．1

　Ｎｏ．２

3.農業について

4.ふるさと納税につい
　て

5.空き家対策につい
　て

6.庁舎の建て替えに
　ついて

(６)

(７)

(１)

(２)

(１)
(２)

(１)

(１)

⑦業者から設備を買い取ることは可能か伺う。
霧島地区の太陽光発電について
①面積はどれほどか伺う。
②総発電量を伺う。
③金額でどれほどか伺う。
④年間のえびの市への収入を伺う。
⑤共同で太陽光発電事業をすることは出来なかったのか伺う。
尾八重野地区での地熱発電について
①資材高騰が経営を圧迫し、撤退にならないような救済策をお願いしたい。
②３社で同じような場所を開発すると資源の枯渇につながることはないか。えびの市、地元への利益
　 になるような話し合いを求める。

就農政策について
①えびの市での、過去５年間の新規就農者の数について伺う。
②新規就農者の定着率について伺う。
③新規就農交付金の国からの金額を伺う。
④親元就農もＩターン者も同じ補助額か伺う。
⑤就農交付金を市で２年間延長し、５年間に出来ないか伺う。
⑥農業お試し体験の様な制度は出来ないか伺う。
害獣対策について
①害獣対策の補助は国からだけか伺う。
②補助待ちの方への解決策はないか伺う。

ふるさと納税の目標額の達成までの期間を伺う。
新規返礼品の開発について伺う。

新しい対策はないか伺う。

庁舎の建て替えはどの様に考えられているか伺う。

市長、副市長、担
当課長

市長、副市長、担
当課長

市長、副市長、担
当課長

市長、担当課長

1.市内の観光、商工
　業について

2.エネルギー、環境に
　ついて

(１)

(２)

(３)

(１)
(２)

(３)
(４)
(５)

道の駅えびのについて
①駐車場拡張について伺う。
②駐車場拡張以外で投資を考えているか伺う。
えびの高原について
①足湯の駅１階の売店は前年比６割減と聞く。対策はないか伺う。
②２階の３つの売店について伺う。
③しばらく投資は控えるべきではないか。
商工業について
①トライアル進出の対策について伺う。
②商工業者減少への対策について伺う。
③商業祭りについて伺う。

市長のエネルギー、環境問題への取り組みについて伺う。
えびの市の公共施設の電気代と節電について
①えびの市の主な施設の電気代の明細と総額について伺う。
②蛍光灯をＬＥＤ照明に変えているが、進捗状況について伺う。
③効果はいくら位か伺う。
学校の教室、体育館などへのエアコンの導入状況について伺う。
電気自動車の導入について伺う。
柿木原浄水場の水力発電について
①水力発電機が設置されたのはいつか伺う。
②どこの業者のものか伺う。
③契約年数を伺う。
④建設費用はどれくらいか伺う。
⑤年間の発電、金額を伺う。
⑥市には年間いくらの収入があるか伺う。

市長、副市長、担
当課長

市長、副市長、教
育長、担当課長

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　５　　　番　)　えびの市議会議員 本田　英俊

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

　Ｎｏ．1

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　４　　　番　)　えびの市議会議員 松窪　ミツエ

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

1.公約「即応政策３」
　について

2.水道基本料金減免
　措置について

3.市民税の補助につ
　いて

4.灯油、ＬＰガスの購
　入補助について

5.市立病院の在り方
　について

(１)

(１)

　

(１)

(１)
　

(１)

市長の公約３つの物価高対策について
①自主財源の減少と物価高対策についての見解を伺う。
②即応政策と示してあるが、具体的な実施計画について伺う。

困っている方への水道基本料金ゼロについて
①公約を実現するための法的根拠は何か伺う。
②高齢者とあるが、対象者はどのように考えているか伺う。
③人口減少で使用水量の減少になっていく現状について考えを伺う。
④水道料金の基本料金及び従量料金の算定方法を伺う。
⑤水道事業会計への影響について、どのような考えか伺う。

市民税２０％相当の補助について
①公約を実現するための法的根拠は何か伺う。
②市民サービスへの影響は出ないか伺う。
③人口減少で市民税も減少になっていくがどのような見解か伺う。
④還元される対象が「皆様へ」という表現であるが、市民税を納めた全ての市民が対象か。

灯油、ＬＰガスの購入補助について
①公約を実現するための法的根拠は何か伺う。
②市民サービスにおいて不公平性は生じないか伺う。
③財政基盤についての見解を示せ。

地域に必要とされる病院の在り方について
①信頼される病院の在り方についての考えを伺う。
②病院経営に差別化を図る人材の活かし方はできないものか伺う。
③施設整備について伺う。（トイレ、病室）

市長

市長

市長

市長

市長
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　Ｎｏ．1

　Ｎｏ．２

3.農業について

4.ふるさと納税につい
　て

5.空き家対策につい
　て

6.庁舎の建て替えに
　ついて

(６)

(７)

(１)

(２)

(１)
(２)

(１)

(１)

⑦業者から設備を買い取ることは可能か伺う。
霧島地区の太陽光発電について
①面積はどれほどか伺う。
②総発電量を伺う。
③金額でどれほどか伺う。
④年間のえびの市への収入を伺う。
⑤共同で太陽光発電事業をすることは出来なかったのか伺う。
尾八重野地区での地熱発電について
①資材高騰が経営を圧迫し、撤退にならないような救済策をお願いしたい。
②３社で同じような場所を開発すると資源の枯渇につながることはないか。えびの市、地元への利益
　 になるような話し合いを求める。

就農政策について
①えびの市での、過去５年間の新規就農者の数について伺う。
②新規就農者の定着率について伺う。
③新規就農交付金の国からの金額を伺う。
④親元就農もＩターン者も同じ補助額か伺う。
⑤就農交付金を市で２年間延長し、５年間に出来ないか伺う。
⑥農業お試し体験の様な制度は出来ないか伺う。
害獣対策について
①害獣対策の補助は国からだけか伺う。
②補助待ちの方への解決策はないか伺う。

ふるさと納税の目標額の達成までの期間を伺う。
新規返礼品の開発について伺う。

新しい対策はないか伺う。

庁舎の建て替えはどの様に考えられているか伺う。

市長、副市長、担
当課長

市長、副市長、担
当課長

市長、副市長、担
当課長

市長、担当課長

1.市内の観光、商工
　業について

2.エネルギー、環境に
　ついて

(１)

(２)

(３)

(１)
(２)

(３)
(４)
(５)

道の駅えびのについて
①駐車場拡張について伺う。
②駐車場拡張以外で投資を考えているか伺う。
えびの高原について
①足湯の駅１階の売店は前年比６割減と聞く。対策はないか伺う。
②２階の３つの売店について伺う。
③しばらく投資は控えるべきではないか。
商工業について
①トライアル進出の対策について伺う。
②商工業者減少への対策について伺う。
③商業祭りについて伺う。

市長のエネルギー、環境問題への取り組みについて伺う。
えびの市の公共施設の電気代と節電について
①えびの市の主な施設の電気代の明細と総額について伺う。
②蛍光灯をＬＥＤ照明に変えているが、進捗状況について伺う。
③効果はいくら位か伺う。
学校の教室、体育館などへのエアコンの導入状況について伺う。
電気自動車の導入について伺う。
柿木原浄水場の水力発電について
①水力発電機が設置されたのはいつか伺う。
②どこの業者のものか伺う。
③契約年数を伺う。
④建設費用はどれくらいか伺う。
⑤年間の発電、金額を伺う。
⑥市には年間いくらの収入があるか伺う。

市長、副市長、担
当課長

市長、副市長、教
育長、担当課長

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　５　　　番　)　えびの市議会議員 本田　英俊

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

　Ｎｏ．1

　Ｎｏ．２

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　６　　　番　)　えびの市議会議員 大平落　哲郎

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

1.市長の政策（公約）
　について

2.えびの市の農業に
　ついて

(１)

(２)

(３)

(４)

(５)

(６)

(１)

物価高対策について
①困っている方への水道料金無料について伺う。
②市民税２０％相当の補助について伺う。
③灯油、ＬＰガスの購入補助について伺う。
市長報酬３０％減額について
①減額を政策に取り入れた理由について選挙ビラ等に記載の「市民の暮らしが大変」という理由以
　 外があれば伺う。
②「３０％」の減額を選択した理由について伺う。
③減額を行うことによって生じるメリット及びデメリットについて伺う。
人口減少対策及び担い手不足について
①えびの市の人口が著しく減少し、消滅可能性自治体に該当した根本原因について伺う。
②働き手及び担い手確保のために特に力を注ぎたい政策、産業等について伺う。
産業団地について
①分譲を開始してから約４年半が経過しているが、令和６年度を除き、企業誘致が滞っていた原因
　 について伺う。
②企業誘致を任期中完了するための方策について伺う。
産婦人科の再始動について
①再始動にあたり、具体的な方策について伺う。
②再始動までに、出産に関わる事項で何かしらの補助が必要と考えるがいかがか。
観光の推進について
①政策に「道の駅を中心にしたえびの高原、京町温泉との連携による観光の推進」を掲げている
　 が、具体的な方策を伺う。
②白鳥温泉についてはいかが考えているか伺う。

担い手不足の解消について
①農業従事者高齢化に伴う農業の担い手不足及び用水路の維持管理における人手不足の解消

市長

市長、担当課長

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

3.えびの市の学校教
　育について

4.人口減少対策につ
　いて

(２)

(３)

(１)

(２)

(３)

(１)

　 策を伺う。
農作物の魅力発信（ＰＲ）について
①えびの市の発展のために美味しい「えびの米」を今以上にＰＲしてもよいと思うが考えを伺う。
②お米をはじめとする農作物の６次産業化について考えがあれば伺う。
農林水産省が掲げる「みどりの食料システム戦略」について
①２０２５年までに有機栽培面積２５％に拡大、化学農薬５０％減、化学肥料３０％減を掲げている
　 が、市の現状と今後の方策について伺う。
②地元の新鮮な農産物を学校給食を通じて提供する活動、政策等の現状について伺う。

デジタル環境の教育について
①国によっては「アナログの方が読み書きや計算能力については最もよく習得できる」として紙を重
　 視しているが、ＡＩドリルやタブレットＰＣを用いた学習の効果及び成果について伺う。
少人数学級事業について
①平成２６年度から「３０人学級」を開始しているが、効果及び成果について伺う。
読書活動について
①高校生の不読率が高いが、方策について伺う。

子育て支援等について
①出産可能な環境が無い当市の現状についてどうお考えか伺う。
②第３子以降保育料無料化事業に取り組んでいるが、第１子から取り組んでいる事業があれば伺
　 う。

市長、教育長、担
当課長

市長、担当課長

8



　Ｎｏ．1

　Ｎｏ．２

3.農業について

4.ふるさと納税につい
　て

5.空き家対策につい
　て

6.庁舎の建て替えに
　ついて

(６)

(７)

(１)

(２)

(１)
(２)

(１)

(１)

⑦業者から設備を買い取ることは可能か伺う。
霧島地区の太陽光発電について
①面積はどれほどか伺う。
②総発電量を伺う。
③金額でどれほどか伺う。
④年間のえびの市への収入を伺う。
⑤共同で太陽光発電事業をすることは出来なかったのか伺う。
尾八重野地区での地熱発電について
①資材高騰が経営を圧迫し、撤退にならないような救済策をお願いしたい。
②３社で同じような場所を開発すると資源の枯渇につながることはないか。えびの市、地元への利益
　 になるような話し合いを求める。

就農政策について
①えびの市での、過去５年間の新規就農者の数について伺う。
②新規就農者の定着率について伺う。
③新規就農交付金の国からの金額を伺う。
④親元就農もＩターン者も同じ補助額か伺う。
⑤就農交付金を市で２年間延長し、５年間に出来ないか伺う。
⑥農業お試し体験の様な制度は出来ないか伺う。
害獣対策について
①害獣対策の補助は国からだけか伺う。
②補助待ちの方への解決策はないか伺う。

ふるさと納税の目標額の達成までの期間を伺う。
新規返礼品の開発について伺う。

新しい対策はないか伺う。

庁舎の建て替えはどの様に考えられているか伺う。

市長、副市長、担
当課長

市長、副市長、担
当課長

市長、副市長、担
当課長

市長、担当課長

1.市内の観光、商工
　業について

2.エネルギー、環境に
　ついて

(１)

(２)

(３)

(１)
(２)

(３)
(４)
(５)

道の駅えびのについて
①駐車場拡張について伺う。
②駐車場拡張以外で投資を考えているか伺う。
えびの高原について
①足湯の駅１階の売店は前年比６割減と聞く。対策はないか伺う。
②２階の３つの売店について伺う。
③しばらく投資は控えるべきではないか。
商工業について
①トライアル進出の対策について伺う。
②商工業者減少への対策について伺う。
③商業祭りについて伺う。

市長のエネルギー、環境問題への取り組みについて伺う。
えびの市の公共施設の電気代と節電について
①えびの市の主な施設の電気代の明細と総額について伺う。
②蛍光灯をＬＥＤ照明に変えているが、進捗状況について伺う。
③効果はいくら位か伺う。
学校の教室、体育館などへのエアコンの導入状況について伺う。
電気自動車の導入について伺う。
柿木原浄水場の水力発電について
①水力発電機が設置されたのはいつか伺う。
②どこの業者のものか伺う。
③契約年数を伺う。
④建設費用はどれくらいか伺う。
⑤年間の発電、金額を伺う。
⑥市には年間いくらの収入があるか伺う。

市長、副市長、担
当課長

市長、副市長、教
育長、担当課長

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　５　　　番　)　えびの市議会議員 本田　英俊

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

　Ｎｏ．1

　Ｎｏ．２

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　６　　　番　)　えびの市議会議員 大平落　哲郎

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

1.市長の政策（公約）
　について

2.えびの市の農業に
　ついて

(１)

(２)

(３)

(４)

(５)

(６)

(１)

物価高対策について
①困っている方への水道料金無料について伺う。
②市民税２０％相当の補助について伺う。
③灯油、ＬＰガスの購入補助について伺う。
市長報酬３０％減額について
①減額を政策に取り入れた理由について選挙ビラ等に記載の「市民の暮らしが大変」という理由以
　 外があれば伺う。
②「３０％」の減額を選択した理由について伺う。
③減額を行うことによって生じるメリット及びデメリットについて伺う。
人口減少対策及び担い手不足について
①えびの市の人口が著しく減少し、消滅可能性自治体に該当した根本原因について伺う。
②働き手及び担い手確保のために特に力を注ぎたい政策、産業等について伺う。
産業団地について
①分譲を開始してから約４年半が経過しているが、令和６年度を除き、企業誘致が滞っていた原因
　 について伺う。
②企業誘致を任期中完了するための方策について伺う。
産婦人科の再始動について
①再始動にあたり、具体的な方策について伺う。
②再始動までに、出産に関わる事項で何かしらの補助が必要と考えるがいかがか。
観光の推進について
①政策に「道の駅を中心にしたえびの高原、京町温泉との連携による観光の推進」を掲げている
　 が、具体的な方策を伺う。
②白鳥温泉についてはいかが考えているか伺う。

担い手不足の解消について
①農業従事者高齢化に伴う農業の担い手不足及び用水路の維持管理における人手不足の解消

市長

市長、担当課長

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

3.えびの市の学校教
　育について

4.人口減少対策につ
　いて

(２)

(３)

(１)

(２)

(３)

(１)

　 策を伺う。
農作物の魅力発信（ＰＲ）について
①えびの市の発展のために美味しい「えびの米」を今以上にＰＲしてもよいと思うが考えを伺う。
②お米をはじめとする農作物の６次産業化について考えがあれば伺う。
農林水産省が掲げる「みどりの食料システム戦略」について
①２０２５年までに有機栽培面積２５％に拡大、化学農薬５０％減、化学肥料３０％減を掲げている
　 が、市の現状と今後の方策について伺う。
②地元の新鮮な農産物を学校給食を通じて提供する活動、政策等の現状について伺う。

デジタル環境の教育について
①国によっては「アナログの方が読み書きや計算能力については最もよく習得できる」として紙を重
　 視しているが、ＡＩドリルやタブレットＰＣを用いた学習の効果及び成果について伺う。
少人数学級事業について
①平成２６年度から「３０人学級」を開始しているが、効果及び成果について伺う。
読書活動について
①高校生の不読率が高いが、方策について伺う。

子育て支援等について
①出産可能な環境が無い当市の現状についてどうお考えか伺う。
②第３子以降保育料無料化事業に取り組んでいるが、第１子から取り組んでいる事業があれば伺
　 う。

市長、教育長、担
当課長

市長、担当課長
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　Ｎｏ．1

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　７　　　番　)　えびの市議会議員 田口　正英

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

1.市政運営について

2.物価高対策につい
　て

3.事業促進について

4.行政サービスについ
　て

5.まちづくりについて

6.硫黄山対策につい
　て

(１)

(１)

(１)

(２)

(１)
(２)
(３)

(１)
(２)

(１)

(２)

(３)

今後の市政運営については継続か、あるいは刷新か、どのような市政運営を目指していくのか、考
えを示せ。

今回の選挙において選挙公報に掲載されているくらしを守る、安心して笑顔でくらせる”えびの”へ
という事で、早急に物価高対策を実施するとして、３項掲げられているが、対応策を考えての事なの
か示せ。

選挙公報に事業促進で収入不安解消、ＪＡ等と連携して農畜産業の収入向上と持続性の確保とあ
るが、具体的にどのようなことなのか示せ。
産業団地への企業誘致を任期中に完了とあるが、達成する目途があるのか示せ。

市立病院の充実について
産婦人科の再始動サポートについて
高齢者・子育て支援について

飯野スマートインターを推進するについて
大型商業施設の誘致を有利に進めるについて

代替水源について、現在の進捗状況について、地元関係者への説明はしたのか。その内容はどの
ようなものか。また、今後の計画について示せ。
えびの高原における中和処理施設の維持・管理の運営は県の管理運営ということで認識してよい
か。
新燃岳の火山活動が活発化しているが、万が一噴煙が中和処理施設に降り積もった場合には機能
しなくなることが予想されるが対策は考えているのか。

市長

市長

市長

市長

市長

市長、副市長、担
当課長

　Ｎｏ．1

　Ｎｏ．２

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　６　　　番　)　えびの市議会議員 大平落　哲郎

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

1.市長の政策（公約）
　について

2.えびの市の農業に
　ついて

(１)

(２)

(３)

(４)

(５)

(６)

(１)

物価高対策について
①困っている方への水道料金無料について伺う。
②市民税２０％相当の補助について伺う。
③灯油、ＬＰガスの購入補助について伺う。
市長報酬３０％減額について
①減額を政策に取り入れた理由について選挙ビラ等に記載の「市民の暮らしが大変」という理由以
　 外があれば伺う。
②「３０％」の減額を選択した理由について伺う。
③減額を行うことによって生じるメリット及びデメリットについて伺う。
人口減少対策及び担い手不足について
①えびの市の人口が著しく減少し、消滅可能性自治体に該当した根本原因について伺う。
②働き手及び担い手確保のために特に力を注ぎたい政策、産業等について伺う。
産業団地について
①分譲を開始してから約４年半が経過しているが、令和６年度を除き、企業誘致が滞っていた原因
　 について伺う。
②企業誘致を任期中完了するための方策について伺う。
産婦人科の再始動について
①再始動にあたり、具体的な方策について伺う。
②再始動までに、出産に関わる事項で何かしらの補助が必要と考えるがいかがか。
観光の推進について
①政策に「道の駅を中心にしたえびの高原、京町温泉との連携による観光の推進」を掲げている
　 が、具体的な方策を伺う。
②白鳥温泉についてはいかが考えているか伺う。

担い手不足の解消について
①農業従事者高齢化に伴う農業の担い手不足及び用水路の維持管理における人手不足の解消

市長

市長、担当課長

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

3.えびの市の学校教
　育について

4.人口減少対策につ
　いて

(２)

(３)

(１)

(２)

(３)

(１)

　 策を伺う。
農作物の魅力発信（ＰＲ）について
①えびの市の発展のために美味しい「えびの米」を今以上にＰＲしてもよいと思うが考えを伺う。
②お米をはじめとする農作物の６次産業化について考えがあれば伺う。
農林水産省が掲げる「みどりの食料システム戦略」について
①２０２５年までに有機栽培面積２５％に拡大、化学農薬５０％減、化学肥料３０％減を掲げている
　 が、市の現状と今後の方策について伺う。
②地元の新鮮な農産物を学校給食を通じて提供する活動、政策等の現状について伺う。

デジタル環境の教育について
①国によっては「アナログの方が読み書きや計算能力については最もよく習得できる」として紙を重
　 視しているが、ＡＩドリルやタブレットＰＣを用いた学習の効果及び成果について伺う。
少人数学級事業について
①平成２６年度から「３０人学級」を開始しているが、効果及び成果について伺う。
読書活動について
①高校生の不読率が高いが、方策について伺う。

子育て支援等について
①出産可能な環境が無い当市の現状についてどうお考えか伺う。
②第３子以降保育料無料化事業に取り組んでいるが、第１子から取り組んでいる事業があれば伺
　 う。

市長、教育長、担
当課長

市長、担当課長
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　Ｎｏ．1

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　７　　　番　)　えびの市議会議員 田口　正英

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

1.市政運営について

2.物価高対策につい
　て

3.事業促進について

4.行政サービスについ
　て

5.まちづくりについて

6.硫黄山対策につい
　て

(１)

(１)

(１)

(２)

(１)
(２)
(３)

(１)
(２)

(１)

(２)

(３)

今後の市政運営については継続か、あるいは刷新か、どのような市政運営を目指していくのか、考
えを示せ。

今回の選挙において選挙公報に掲載されているくらしを守る、安心して笑顔でくらせる”えびの”へ
という事で、早急に物価高対策を実施するとして、３項掲げられているが、対応策を考えての事なの
か示せ。

選挙公報に事業促進で収入不安解消、ＪＡ等と連携して農畜産業の収入向上と持続性の確保とあ
るが、具体的にどのようなことなのか示せ。
産業団地への企業誘致を任期中に完了とあるが、達成する目途があるのか示せ。

市立病院の充実について
産婦人科の再始動サポートについて
高齢者・子育て支援について

飯野スマートインターを推進するについて
大型商業施設の誘致を有利に進めるについて

代替水源について、現在の進捗状況について、地元関係者への説明はしたのか。その内容はどの
ようなものか。また、今後の計画について示せ。
えびの高原における中和処理施設の維持・管理の運営は県の管理運営ということで認識してよい
か。
新燃岳の火山活動が活発化しているが、万が一噴煙が中和処理施設に降り積もった場合には機能
しなくなることが予想されるが対策は考えているのか。

市長

市長

市長

市長

市長

市長、副市長、担
当課長

　Ｎｏ．1

　Ｎｏ．２

3.こどもを性被害から
　守るためのアプリ「コ
　ドマモ」について

(１)

(２)

近年、子どもの性的な自撮りに関する被害の増加や、学校内での盗撮による問題も起きている。性
被害から子どもを守るために、ＡＩペアレンタルコントロールアプリを活用した「コドマモ」の周知・啓発
を検討してはどうか。
学校配布の学習用タブレット端末にコドマモのアプリを活用してはどうか。

市長、教育長、担
当課長

1.市長の政治姿勢に
　ついて

2.福祉用具購入に係
　る受領委任払い制
　度について

(１)

(１)

市長の政治姿勢、マニフェストについて伺う。
①新しいリーダーとしての抱負・決意を伺う。
②人口減少・少子高齢化が進む中で、えびの市の未来像をどのように考えているか。
③村岡前市長が進めてきた政策の中で継続していくものや方針転換するものがあるか。
④市長選挙において、市長の公約で即応政策として掲げられた下記の３つの物価高対策につい
　 て、公約に掲げた理由や、財源の確保など、本市の現状や財政状況を踏まえた上でどのような考
　 えで実現させていくものか伺う。
　（ア）高齢者や低所得層への水道料金の減免措置について
　（イ）高齢者や低所得層への灯油、ＬＰガスの補助について
　（ウ）市民税２０％分の市民への返還について
⑤市長報酬３０％減額について、金額や開始時期また期間などを伺う。
⑥産業団地への企業誘致について、任期中完了とあるがどのように取り組んでいくのか。意気込み
　 を伺う。
⑦市立病院の機能と医療体制について
　（ア）医師の確保に向けて対策はどのように考えているか。
　（イ）公約には、ＭＲＩ等の医療機器の整備や緊急用ヘリポート設置など掲げられているが、厳しい
　　　 経営状況の中でどのような考えで実現させていくのか伺う。また老朽化が進む市立病院の建
        て替えはどのように考えているのか。
⑧産婦人科の早急な再始動について伺う。
⑨道の駅えびのを中心としたえびの高原、京町温泉との連携による観光の推進について伺う。
⑩子どもや若者、子育て世代に対しての政策はどのように考えているか伺う。

介護保険における福祉用具購入に係る受領委任払い制度の導入について伺う。
①本市の状況と償還払いと受領委任払いの違いについて
②県内の自治体の導入状況について
③受領委任払い制度についての見解と導入の検討について

市長

市長、担当課長

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　８　　　番　)　えびの市議会議員 小宮　寧子

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

　Ｎｏ．1

　Ｎｏ．２

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　６　　　番　)　えびの市議会議員 大平落　哲郎

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

1.市長の政策（公約）
　について

2.えびの市の農業に
　ついて

(１)

(２)

(３)

(４)

(５)

(６)

(１)

物価高対策について
①困っている方への水道料金無料について伺う。
②市民税２０％相当の補助について伺う。
③灯油、ＬＰガスの購入補助について伺う。
市長報酬３０％減額について
①減額を政策に取り入れた理由について選挙ビラ等に記載の「市民の暮らしが大変」という理由以
　 外があれば伺う。
②「３０％」の減額を選択した理由について伺う。
③減額を行うことによって生じるメリット及びデメリットについて伺う。
人口減少対策及び担い手不足について
①えびの市の人口が著しく減少し、消滅可能性自治体に該当した根本原因について伺う。
②働き手及び担い手確保のために特に力を注ぎたい政策、産業等について伺う。
産業団地について
①分譲を開始してから約４年半が経過しているが、令和６年度を除き、企業誘致が滞っていた原因
　 について伺う。
②企業誘致を任期中完了するための方策について伺う。
産婦人科の再始動について
①再始動にあたり、具体的な方策について伺う。
②再始動までに、出産に関わる事項で何かしらの補助が必要と考えるがいかがか。
観光の推進について
①政策に「道の駅を中心にしたえびの高原、京町温泉との連携による観光の推進」を掲げている
　 が、具体的な方策を伺う。
②白鳥温泉についてはいかが考えているか伺う。

担い手不足の解消について
①農業従事者高齢化に伴う農業の担い手不足及び用水路の維持管理における人手不足の解消

市長

市長、担当課長

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

3.えびの市の学校教
　育について

4.人口減少対策につ
　いて

(２)

(３)

(１)

(２)

(３)

(１)

　 策を伺う。
農作物の魅力発信（ＰＲ）について
①えびの市の発展のために美味しい「えびの米」を今以上にＰＲしてもよいと思うが考えを伺う。
②お米をはじめとする農作物の６次産業化について考えがあれば伺う。
農林水産省が掲げる「みどりの食料システム戦略」について
①２０２５年までに有機栽培面積２５％に拡大、化学農薬５０％減、化学肥料３０％減を掲げている
　 が、市の現状と今後の方策について伺う。
②地元の新鮮な農産物を学校給食を通じて提供する活動、政策等の現状について伺う。

デジタル環境の教育について
①国によっては「アナログの方が読み書きや計算能力については最もよく習得できる」として紙を重
　 視しているが、ＡＩドリルやタブレットＰＣを用いた学習の効果及び成果について伺う。
少人数学級事業について
①平成２６年度から「３０人学級」を開始しているが、効果及び成果について伺う。
読書活動について
①高校生の不読率が高いが、方策について伺う。

子育て支援等について
①出産可能な環境が無い当市の現状についてどうお考えか伺う。
②第３子以降保育料無料化事業に取り組んでいるが、第１子から取り組んでいる事業があれば伺
　 う。

市長、教育長、担
当課長

市長、担当課長
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　Ｎｏ．1

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　７　　　番　)　えびの市議会議員 田口　正英

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

1.市政運営について

2.物価高対策につい
　て

3.事業促進について

4.行政サービスについ
　て

5.まちづくりについて

6.硫黄山対策につい
　て

(１)

(１)

(１)

(２)

(１)
(２)
(３)

(１)
(２)

(１)

(２)

(３)

今後の市政運営については継続か、あるいは刷新か、どのような市政運営を目指していくのか、考
えを示せ。

今回の選挙において選挙公報に掲載されているくらしを守る、安心して笑顔でくらせる”えびの”へ
という事で、早急に物価高対策を実施するとして、３項掲げられているが、対応策を考えての事なの
か示せ。

選挙公報に事業促進で収入不安解消、ＪＡ等と連携して農畜産業の収入向上と持続性の確保とあ
るが、具体的にどのようなことなのか示せ。
産業団地への企業誘致を任期中に完了とあるが、達成する目途があるのか示せ。

市立病院の充実について
産婦人科の再始動サポートについて
高齢者・子育て支援について

飯野スマートインターを推進するについて
大型商業施設の誘致を有利に進めるについて

代替水源について、現在の進捗状況について、地元関係者への説明はしたのか。その内容はどの
ようなものか。また、今後の計画について示せ。
えびの高原における中和処理施設の維持・管理の運営は県の管理運営ということで認識してよい
か。
新燃岳の火山活動が活発化しているが、万が一噴煙が中和処理施設に降り積もった場合には機能
しなくなることが予想されるが対策は考えているのか。

市長

市長

市長

市長

市長

市長、副市長、担
当課長

　Ｎｏ．1

　Ｎｏ．２

3.こどもを性被害から
　守るためのアプリ「コ
　ドマモ」について

(１)

(２)

近年、子どもの性的な自撮りに関する被害の増加や、学校内での盗撮による問題も起きている。性
被害から子どもを守るために、ＡＩペアレンタルコントロールアプリを活用した「コドマモ」の周知・啓発
を検討してはどうか。
学校配布の学習用タブレット端末にコドマモのアプリを活用してはどうか。

市長、教育長、担
当課長

1.市長の政治姿勢に
　ついて

2.福祉用具購入に係
　る受領委任払い制
　度について

(１)

(１)

市長の政治姿勢、マニフェストについて伺う。
①新しいリーダーとしての抱負・決意を伺う。
②人口減少・少子高齢化が進む中で、えびの市の未来像をどのように考えているか。
③村岡前市長が進めてきた政策の中で継続していくものや方針転換するものがあるか。
④市長選挙において、市長の公約で即応政策として掲げられた下記の３つの物価高対策につい
　 て、公約に掲げた理由や、財源の確保など、本市の現状や財政状況を踏まえた上でどのような考
　 えで実現させていくものか伺う。
　（ア）高齢者や低所得層への水道料金の減免措置について
　（イ）高齢者や低所得層への灯油、ＬＰガスの補助について
　（ウ）市民税２０％分の市民への返還について
⑤市長報酬３０％減額について、金額や開始時期また期間などを伺う。
⑥産業団地への企業誘致について、任期中完了とあるがどのように取り組んでいくのか。意気込み
　 を伺う。
⑦市立病院の機能と医療体制について
　（ア）医師の確保に向けて対策はどのように考えているか。
　（イ）公約には、ＭＲＩ等の医療機器の整備や緊急用ヘリポート設置など掲げられているが、厳しい
　　　 経営状況の中でどのような考えで実現させていくのか伺う。また老朽化が進む市立病院の建
        て替えはどのように考えているのか。
⑧産婦人科の早急な再始動について伺う。
⑨道の駅えびのを中心としたえびの高原、京町温泉との連携による観光の推進について伺う。
⑩子どもや若者、子育て世代に対しての政策はどのように考えているか伺う。

介護保険における福祉用具購入に係る受領委任払い制度の導入について伺う。
①本市の状況と償還払いと受領委任払いの違いについて
②県内の自治体の導入状況について
③受領委任払い制度についての見解と導入の検討について

市長

市長、担当課長

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　８　　　番　)　えびの市議会議員 小宮　寧子

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者
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　Ｎｏ．1

　Ｎｏ．２

3.こどもを性被害から
　守るためのアプリ「コ
　ドマモ」について

(１)

(２)

近年、子どもの性的な自撮りに関する被害の増加や、学校内での盗撮による問題も起きている。性
被害から子どもを守るために、ＡＩペアレンタルコントロールアプリを活用した「コドマモ」の周知・啓発
を検討してはどうか。
学校配布の学習用タブレット端末にコドマモのアプリを活用してはどうか。

市長、教育長、担
当課長

1.市長の政治姿勢に
　ついて

2.福祉用具購入に係
　る受領委任払い制
　度について

(１)

(１)

市長の政治姿勢、マニフェストについて伺う。
①新しいリーダーとしての抱負・決意を伺う。
②人口減少・少子高齢化が進む中で、えびの市の未来像をどのように考えているか。
③村岡前市長が進めてきた政策の中で継続していくものや方針転換するものがあるか。
④市長選挙において、市長の公約で即応政策として掲げられた下記の３つの物価高対策につい
　 て、公約に掲げた理由や、財源の確保など、本市の現状や財政状況を踏まえた上でどのような考
　 えで実現させていくものか伺う。
　（ア）高齢者や低所得層への水道料金の減免措置について
　（イ）高齢者や低所得層への灯油、ＬＰガスの補助について
　（ウ）市民税２０％分の市民への返還について
⑤市長報酬３０％減額について、金額や開始時期また期間などを伺う。
⑥産業団地への企業誘致について、任期中完了とあるがどのように取り組んでいくのか。意気込み
　 を伺う。
⑦市立病院の機能と医療体制について
　（ア）医師の確保に向けて対策はどのように考えているか。
　（イ）公約には、ＭＲＩ等の医療機器の整備や緊急用ヘリポート設置など掲げられているが、厳しい
　　　 経営状況の中でどのような考えで実現させていくのか伺う。また老朽化が進む市立病院の建
        て替えはどのように考えているのか。
⑧産婦人科の早急な再始動について伺う。
⑨道の駅えびのを中心としたえびの高原、京町温泉との連携による観光の推進について伺う。
⑩子どもや若者、子育て世代に対しての政策はどのように考えているか伺う。

介護保険における福祉用具購入に係る受領委任払い制度の導入について伺う。
①本市の状況と償還払いと受領委任払いの違いについて
②県内の自治体の導入状況について
③受領委任払い制度についての見解と導入の検討について

市長

市長、担当課長

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者

一 般 質 問 通 告 書

発言順位　(　　　　８　　　番　)　えびの市議会議員 小宮　寧子

質 問 の 項 目 項 目 の 具 体 的 内 容 （ 項 目 に 沿 い 具 体 的 に 記 載 し て 下 さ い ） 答 弁 者
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